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刑
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
関
す
る
要
綱
案 

こ
の
要
綱
案
第
一
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
五

十
四
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
百
三
十
一
号
）
を
い
い
、
第
二
中
「
法
」
と
あ
る
の

は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
五
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
の

た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
を
い
う
。 

 

第
一 

刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
改
正 

 

一 

証
人
等
の
尋
問
調
書
（
第
三
十
八
条
第
二
項
の
改
正
） 

 

第
三
十
八
条
第
二
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
こ
と
。 

④ 

法
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
よ
り
証
人
尋
問
を
行
つ
た
こ
と
。 

 

第
三
十
八
条
第
二
項
第
六
号
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

 

⑥ 

法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
証
人
尋
問
を
行
つ
た
こ
と
。 

 

二 

公
判
調
書
の
記
載
要
件
（
第
四
十
四
条
第
一
項
の
改
正
） 

 

第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 

㉔ 

法
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
よ
り
証
人
尋
問
を
行
つ
た
こ
と
。 

 

第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
十
六
号
、
第
三
十
九
号
及
び
第
四
十
六
号
ロ
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

㉖ 

法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
証
人
尋
問
を
行
つ
た
こ
と
。 
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㊴ 

法
第
二
百
九
十
二
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

定
す
る
方
法
に
よ
り
法
第
二
百
九
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
を
さ
せ
た
こ
と
。 

㊻ 

決
定
及
び
命
令
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。 

 
 

 
 

ロ 

証
拠
調
べ
の
範
囲
、
順
序
及
び
方
法
を
定
め
、
又
は
変
更
す
る
決
定
（
法
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項

又
は
第
百
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
請
求
に
対
す
る
決
定
を
除
く
。
）
（
法
第
二
百
九
十
七
条
） 

 

三 
決
定
の
告
知
（
第
百
七
条
の
二
第
一
項
の
改
正
） 

 
 

 

第
百
七
条
の
二
第
一
項
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
百
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
請
求
に
対
す
る
決
定
、
法
第
百
五
十
七
条

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
採
る
旨
の
決
定
、
法
第
百
五
十
七
条
の
五
に
規
定
す
る
措
置
を
採
る
旨
の
決

定
、
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
証
人
尋
問
を
行
う
旨
の
決
定
並
び

に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
証
人
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記
録
媒
体
に
記
録
す
る
旨
の
決
定

は
、
公
判
期
日
前
に
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
送
達
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

四 

映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
尋
問
（
第
百
七
条
の
三
の
新
設
） 

 
 

 

第
百
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
二
項
の
同
一
構
内
以
外
に
あ
る
場
所
で
あ
つ
て
裁
判
所
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、

同
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
尋
問
に
必
要
な
装
置
の
設
置
さ
れ
た
他
の
裁
判
所
の
構
内
に
あ
る
場
所
と
す

る
。 



（資料２） 

3 

 

 

五 

在
廷
証
人
（
第
百
十
三
条
第
二
項
の
改
正
） 

 
 

 

第
百
十
三
条
第
二
項
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

 
 

 

証
人
が
裁
判
所
の
構
内
（
第
百
七
条
の
三
に
規
定
す
る
他
の
裁
判
所
の
構
内
を
含
む
。
）
に
い
る
と
き
は
、
召

喚
を
し
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
を
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
六 

証
言
拒
絶
権
の
告
知
等
（
第
百
二
十
一
条
の
改
正
） 

 
 

 
第
百
二
十
一
条
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
こ
と
。 

 
 

２ 

裁
判
所
は
、
法
第
百
五
十
七
条
の
二
第
二
項
の
決
定
を
し
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
証

人
に
対
し
、
尋
問
前
に
、
当
該
決
定
の
内
容
及
び
法
第
百
四
十
七
条
に
規
定
す
る
者
が
刑
事
訴
追
を
受
け
、

又
は
有
罪
判
決
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
証
言
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。 

３ 

裁
判
所
は
、
法
第
百
五
十
七
条
の
三
第
二
項
の
決
定
を
し
た
場
合
に
は
、
証
人
に
対
し
、
そ
れ
以
後
の
尋 

 
 
 

問
前
に
、
当
該
決
定
の
内
容
及
び
法
第
百
四
十
七
条
に
規
定
す
る
者
が
刑
事
訴
追
を
受
け
、
又
は
有
罪
判
決
を

 
 

 

受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
証
言
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

七 

受
命
、
受
託
裁
判
官
の
尋
問
（
第
百
二
十
七
条
の
改
正
） 

 
 

 

第
百
二
十
七
条
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

受
命
裁
判
官
又
は
受
託
裁
判
官
が
証
人
を
尋
問
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
第
百
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

及
び
第
五
項
、
第
百
七
条
か
ら
第
百
九
条
ま
で
（
第
百
七
条
の
三
を
除
く
。
）
並
び
に
前
条
の
手
続
は
、
裁
判
所

が
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 
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八 

傍
聴
人
の
退
廷
（
第
二
百
二
条
の
改
正
） 

第
二
百
二
条
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

裁
判
長
は
、
被
告
人
、
証
人
、
鑑
定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳
人
が
特
定
の
傍
聴
人
の
面
前
（
証
人
に
つ
い
て

は
、
法
第
百
五
十
七
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
採
る
場
合
並
び
に
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
及
び

第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
で
充
分
な
供
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
料
す
る
と
き

は
、
そ
の
供
述
を
す
る
間
、
そ
の
傍
聴
人
を
退
廷
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

九 

準
用
規
定
（
第
二
百
十
条
の
七
の
改
正
） 

⑴ 

第
二
百
十
条
の
七
第
二
項
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

法
第
二
百
九
十
二
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
十
七
条
の
四
に
規
定
す
る
措
置
を
採
る
旨

の
決
定
に
つ
い
て
は
、
第
百
七
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
法
第
二
百
九
十
二
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
百
五
十
七
条
の
五
に
規
定
す
る
措
置
を
採
る
旨
の
決
定
並
び
に
法
第
二
百
九
十
二
条
の
二
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
意
見
の
陳
述
を
行

う
旨
の
決
定
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。 

⑵ 

第
二
百
十
条
の
七
に
次
の
一
項
を
加
え
る
こ
と
。 

３ 

法
第
二
百
九
十
二
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法

に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
、
第
百
七
条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

十 

公
判
前
整
理
手
続
調
書
の
記
載
要
件
（
第
二
百
十
七
条
の
十
五
の
改
正
） 

第
二
百
十
七
条
の
十
五
第
一
項
第
十
七
号
イ
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 
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イ 

証
拠
調
べ
の
順
序
及
び
方
法
を
定
め
る
決
定
（
法
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
請
求
に
対
す
る
決
定
を
除

く
。
）
（
法
第
三
百
十
六
条
の
五
第
八
号
） 

十
一 

準
用
規
定
（
第
二
百
十
七
条
の
二
十
九
の
改
正
） 

第
二
百
十
七
条
の
二
十
九
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

期
日
間
整
理
手
続
に
つ
い
て
は
、
前
款
（
第
二
百
十
七
条
の
十
九
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
公
判
前
整
理
手
続
期
日
」
と
あ
る
の
は
「
期
日
間
整

理
手
続
期
日
」
と
、
「
公
判
前
整
理
手
続
調
書
」
と
あ
る
の
は
「
期
日
間
整
理
手
続
調
書
」
と
読
み
替
え
る
ほ

か
、
第
二
百
十
七
条
の
二
か
ら
第
二
百
十
七
条
の
十
二
ま
で
の
見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
十
四
（
見
出
し
を
含

む
。
）
、
第
二
百
十
七
条
の
十
五
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
第
十
七
号
イ
、
第
二
百
十
七
条
の
十
六
か
ら
第
二

百
十
七
条
の
十
八
ま
で
の
見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
一

の
見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
三
の
見
出
し
、
第
二
百

十
七
条
の
二
十
四
及
び
第
二
百
十
七
条
の
二
十
六
（
こ
れ
ら
の
規
定
の
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
二
百
十
七
条
の

二
十
七
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
並
び
に
前
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
百
十

六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
五
中
「
法
第
三
百
十
六
条
の
二
十

三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
百
十
六
条
の
二
十

三
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
十
五
第
一
項
第
十
七
号
イ
中
「
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「

第
百

五
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
百
五
十
七
条
の
三
第
一
項
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
十
七
中
「
第
一
回
公
判
期

日
」
と
あ
る
の
は
「
期
日
間
整
理
手
続
終
了
後
の
最
初
の
公
判
期
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 
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十
二 

書
類
等
の
差
出
（
第
二
百
八
十
九
条
の
改
正
） 

 
 

 

第
二
百
八
十
九
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
こ
と
。 

２ 

検
察
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
被
告
人
以
外
の
者
の
供
述
録
取
書
等
（
法
第
二
百
九
十
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
供
述
録
取
書
等
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
が
法
第
三
百
五
十
条
の
二
第
一
項
の
合
意
に
基
づ

い
て
作
成
し
た
も
の
又
は
同
項
の
合
意
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
供
述
を
録
取
し
若
し
く
は
記
録
し
た
も
の
を
裁
判

所
に
差
し
出
す
と
き
は
、
そ
の
差
出
し
と
同
時
に
、
合
意
内
容
書
面
（
法
第
三
百
五
十
条
の
七
第
一
項
に
規
定

す
る
合
意
内
容
書
面
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
裁
判
所
に
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
合
意
内
容
書
面
を
裁
判
所
に
差
し
出
す
場
合
に
お
い
て
、
当
該
合
意
の
当
事
者
が
法
第

三
百
五
十
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
合
意
か
ら
離
脱
す
る
旨
の
告
知
を
し
て
い
る
と
き
は
、
検
察
官

は
、
あ
わ
せ
て
、
同
項
の
書
面
を
裁
判
所
に
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
合
意
内
容
書
面
を
裁
判
所
に
差
し
出
し
た
後
、
裁
判
所
が
略
式
命
令
を
す
る
前
に
、

当
該
合
意
の
当
事
者
が
法
第
三
百
五
十
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
合
意
か
ら
離
脱
す
る
旨
の
告
知
を

し
た
と
き
は
、
検
察
官
は
、
遅
滞
な
く
、
同
項
の
書
面
を
そ
の
裁
判
所
に
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

十
三 

書
類
等
の
返
還
（
第
二
百
九
十
三
条
の
改
正
） 

第
二
百
九
十
三
条
の
規
定
を
以
下
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

 
 

裁
判
所
は
、
法
第
四
百
六
十
三
条
第
三
項
又
は
第
四
百
六
十
五
条
第
二
項
の
通
知
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
第

二
百
八
十
九
条
第
一
項
の
書
類
及
び
証
拠
物
並
び
に
合
意
内
容
書
面
及
び
法
第
三
百
五
十
条
の
十
第
二
項
の
書
面

を
検
察
官
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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第
二 

犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正 

一 

傍
受
令
状
請
求
書
の
記
載
事
項
（
第
三
条
第
一
項
の
改
正
） 

⑴ 

第
三
条
第
一
項
第
五
号
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

⑤ 

傍
受
の
実
施
の
方
法
及
び
場
所
（
法
第
五
条
第
四
項
後
段
の
申
立
て
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
傍
受
の

実
施
の
方
法
、
当
該
申
立
て
を
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
指
定
期
間
に
お
け
る
傍
受
の
実
施
の
場
所

及
び
指
定
期
間
以
外
の
期
間
に
お
け
る
傍
受
の
実
施
の
場
所
） 

⑵ 

第
三
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
こ
と
。 

⑪ 

法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
の
請
求
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
通
信
管
理
者
等
に

関
す
る
事
項 

⑫ 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
の
請
求
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
通
信
管
理
者
等

に
関
す
る
事
項
及
び
傍
受
の
実
施
に
用
い
る
も
の
と
し
て
指
定
す
る
特
定
電
子
計
算
機
を
特
定
す
る
に
足
り

る
事
項 

二 

資
料
の
提
供
（
第
四
条
の
改
正
） 

 
 

 

第
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
こ
と
。 

２ 

法
第
四
条
第
三
項
の
請
求
を
す
る
に
は
、
そ
の
請
求
が
相
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
資
料
を
も
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

法
第
五
条
第
四
項
後
段
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
そ
の
申
立
て
が
相
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
資
料
を
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も
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三 

傍
受
令
状
の
記
載
事
項
（
第
五
条
の
改
正
） 

 
 

 

第
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
こ
と
。 

③ 

法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
と
き
は
、
傍
受
の
実
施
に
用
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
た
特
定
電
子
計
算
機
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項 

四 
記
録
媒
体
の
封
印
の
方
法
（
第
八
条
の
改
正
） 

 
 

 

第
八
条
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

法
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
立
会
人
が
記
録
媒
体
を
封
印
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
封

印
上
に
、
封
印
し
た
年
月
日
時
を
記
載
し
て
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

五 

傍
受
の
原
記
録
の
提
出
（
第
九
条
の
改
正
） 

 
 

第
九
条
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
。 

法
第
二
十
五
条
第
四
項
又
は
第
二
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
媒
体
を
裁
判
官
に
提
出
す
る
場
合
に 

 
 

 

お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
傍
受
令
状
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

第
九
条
に
次
の
号
を
加
え
る
こ
と
。 

④ 

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
を
し
た
記
録
媒
体
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

六 

傍
受
の
実
施
の
状
況
を
記
載
し
た
書
面
等
の
記
載
事
項
（
第
十
一
条
の
改
正
） 

第
十
一
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
こ
と
。 
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２ 

法
第
二
十
七
条
第
二
項
第
六
号
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ

か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

① 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
信
の
原
信
号
の
暗
号
化
及
び
暗
号
化
信
号
の
伝
送
を
行
っ
た
通

信
管
理
者
等
の
氏
名
及
び
職
業 

② 

傍
受
の
実
施
に
用
い
た
特
定
電
子
計
算
機
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項 

３ 
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
十
二
号
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

① 

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
信
の
原
信
号
の
暗
号
化
及
び
暗
号
化
信
号
の
一
時
的
保
存
並
び
に

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
暗
号
化
信
号
の
復
号
を
行
っ
た
通
信
管
理
者
等
の
氏
名
及
び
職
業 

② 

再
生
の
実
施
を
し
た
者
の
官
公
職
氏
名 

③ 

法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
再
生
し
た
通
信
に
つ
い
て
法
第
二
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

通
信
の
記
録
を
消
去
し
た
と
き
は
、
消
去
し
た
者
の
官
公
職
氏
名
、
消
去
し
た
年
月
日
時
及
び
消
去
し
た
部

分 

④ 

再
生
を
し
た
通
信
に
つ
い
て
、
記
録
媒
体
中
の
記
録
箇
所
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項 

４ 

法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
八
号
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま

で
、
第
二
項
各
号
並
び
に
前
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
法
第
二
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て

そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
再
生
し
た
通
信
に
つ
い
て
法
第
二
十
九
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条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
通
信
の
記
録
を
消
去
し
た
と
き
は
、
消
去
し
た
者
の
官
公
職
氏
名
、
消
去
し
た
年
月

日
時
及
び
消
去
し
た
部
分
と
す
る
。 

 


